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3月7日（土）11時半から約3時間、上記の会を開催しました。患者さんとご家族43名、スタッフとして中塔

糖尿病センター長、初期研修医の角南医師をはじめ、薬剤師、臨床検査技師、管理栄養士、調理師と中国学園大

学の多田教授と学生、ノートルダム清心大学の学生、栄養ケアステーション管理栄養士の24名が参加しました。

今回のテーマは“おいしく楽しく、心豊かに”とし、「少し工夫して、おいしく楽しいお食事を！」を合言葉に

次の献立を考えました。今話題の『おにぎらず』、ビーフロールのヨーグルト

タルタルソース添え、キャベツと菜の花のさっと煮、デザートのこんにゃくコ

ンポートです。味付けはもちろん減塩で食塩は1.9gです。前回の減塩の勉強

が役立っているのか、みなさん「薄味でおいしい」と言われ、減塩を継続され

ている方が多かったようです。ミニレクチャーでは、中塔センター長が「ヨー

ロッパ糖尿病学会報告～ウィーンにて～」の講演を行いました。その後は、角

南医師によるバイオリンとチェロの調べです。1曲目はチェロによる｢花は咲

く｣、2曲目はバイオリンによる｢春よ来い｣の演奏でした。とても素敵な音色に心が癒され、感動のあまり涙され

る方もおられました。続いては栄養士会推奨の野菜ダンス

を、学生が中心になって楽しいリズムに合わせて踊りまし

た。体を動かした後に食後血糖測定を行いました。

交流会では、日頃の療養生活を振り返っていただきまし

たが、回を重ねるごとに参加者同士の会話が弾んでいるた

め、終わりの時間をお知らせするのが心苦しいくらいでし

た。アンケートでは、｢非常に楽しく、役に立つ情報が聞け

た｣「心が和みました」「また、このような演奏会を聴けた

ら嬉しい」「すごく感動した」などの感想をとても多くいた

だきました。今日の会で聴いたメロディーをどこかで耳にされた時、友の会を思い出し、「みんなと一緒に頑

張って行こう」という気持ちが湧いてこられると信じています。次回は、8月下旬頃を予定しております。

第12回糖尿病地域連携友の会を開催！！
●栄養科管理栄養士・糖尿病療養指導士 森美和子

3月14日（土）に第30回腎臓病教室を開催しました。毎年3月の第2木曜日は世界腎臓デーとして腎臓病の早

期発見と治療の重要性を啓発する国際的な取り組みが行われています。丸山腎臓病センター長から「CKD（慢性

腎臓病）について」、大脇透析看護認定看護師から「慢性腎臓病を悪化させない生活習慣」、管理栄養士の横井か

ら「外食の工夫について」、さらに北原医療ソーシャルワーカーから「知っておきたい社会保障制度について」

というテーマでお話ししました。

今回は32名と大勢の方に参加いただきました。実際に治療を行われている方や、そのご家族、また慢性腎臓病

の予防ためにと参加された方もいらっしゃいました。皆さん熱心に聞いておられ、教室の最後に、疑問に思った

ことなどを積極的に質問していただきました。終了後のアンケートでは「早速実行したい」「参考になった」「病気

について見直すきっかけになった」といった感想や次回

開催してほしいテーマなどのご要望もいただきました。

平成12年から腎臓病教室を開催し始め、14年が経

ちました。30回という節目を迎えることができたのも、

熱心に参加してくださる皆さんのお陰だと感じており

ます。次回の腎臓病教室は夏頃の開催を予定していま

す。詳細が決まり次第、院内掲示や広報誌、ホーム

ページでお知らせします。皆さんのご参加を心よりお

待ちしています。

第30回腎臓病教室を開催しました
●栄養科管理栄養士 横井知佳




